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 1, 序論  
 


























た、 1 歳 3 ヶ月ごろになると「自分でする」ことが自己目的化して、周りの者
が手助けしようとすると激しく反抗してくるようになるとも述べている（櫻井，
2015）。柏木（ 1983）の自己制御機能の発達における研究では、自己主張・実
現の発達は 6 歳にかけて加齢とともに上昇するが、 3 歳ごろまでに急激に伸び
その後はほぼ横ばいにあること、自己抑制面では 3 歳ごろから 7 歳まで一貫し
て伸び続けることが示唆されている。 2,3 歳児の第一次反抗期における自己主
張の強さが、3 歳ごろから上昇していく自己抑制によって制御されていくため、

















問題視されている。ベネッセ教育総合研究所（ 2016）の研究では、 10 年前に
比べて 5-6 歳児であってもできない課題が徐々に増えていると述べており、



























































































質に関しては、Carey らが作成した気質質問紙である BEHAVIOR STYLE 
QUESTION NAIRE の日本語版として佐藤・吉田（ 1982）が作成した「子ども
















2, 方法  
 
2, 1. 調査協力者  
 大阪府内に住む乳幼児期の子どもの保護者を調査対象とし、協力を依頼した。 
保護者 12 名（女性 12 名，平均年齢 33.5 歳， SD=3.9）であった。対象となる
子どもの内訳は、男児  5 名，女児 7 名の計 12 名（平均月齢  45.7 ヶ月，SD=21.0）
であり、園入所年齢は平均 2.5 歳，SD＝ 1.6（保育園通園児 3 名，幼稚園通園
児 5 名，家庭保育児 4 名）であった。各調査協力者（母子ペア）の属性につい
ては Table1 のとおりである。  
 










身辺自立欲求行動は 46 項目、手伝い欲求行動は 43 項目あり、それぞれ「ほ




については table2、手伝い欲求について table3 に示す。  
母子ペア 記入者年齢 続柄 子月齢 子どもの性別 出生順位 兄弟構成 保育状況
A 31 母親 42 女 第1子 なし 保育園
B 31 母親 33 女 第1子 なし 家庭保育
C 28 母親 33 男 第1子 妹1人 家庭保育
D 31 母親 13 男 第1子 なし 保育園
E 32 母親 53 女 第1子 妹1人 保育園
F 35 母親 52 男 第2子 兄1人，弟1人 幼稚園
G 36 母親 73 女 第1子 なし 幼稚園
H 43 母親 75 男 第1子 弟1人 幼稚園
I 37 母親 77 女 第1子 なし 幼稚園
J 32 母親 34 女 第2子 兄1人 幼稚園
K 31 母親 20 女 第3子 兄2人 家庭保育










































































































日本語版「子どもの行動の調査－ 3〜 7 歳児用（ BSQ）」  
子どもの気質に関しては、Carey らが作成した BEHAVIOR STYLE  QUES- 
TIONNAIRE の日本語版として佐藤・古田（ 1982）が作成した「子どもの行動
の調査― 3～ 7 歳児用（BSQ）」を使用した。これは、活動の水準、規則性、接
近性、反応の強さ、気分の質、固執性、順応性、散漫性、敏感性の 9 つの気質
カテゴリーに分類されている（古田，2004）。9 つの各気質カテゴリーについて
は Table4 に示す。  
 
 以上 9 つの気質カテゴリーのうち、自立欲求行動の確立の道筋を検討する上





























































2, 3. 面接手続き  
面接準備  
 同意書 1 枚、質問紙（フェイスシート・BSQ・自立欲求行動質問紙） 8 枚、
































2, 5. 検討方法  
日本語版「子どもの行動の調査－ 3〜 7 歳児用（ BSQ）」  
各項目に対する評定値（ 6 段階）の平均値を算出してカテゴリー得点とし、
対象児のカテゴリー得点を BEHAVIORAL STYLE QUETIONNAIRE 


































































3, 結果と考察  
 
3， 1．身辺自立欲求行動の欲求表出月齢について  
 自立欲求行動質問紙から得られた回答をもとに身辺自立欲求行動の各項目に
おいて、「ほとんど 1 人でできる」、「できないがしたがる」、「あてはまらない」
の 3 件法のうち、「ほとんど 1 人でできる」、「できないがしたがる」の 2 つに
限定し現在の状況、過去の欲求表出ピーク時の回答をもとに月齢表を作成した。
作成したものを Figure1〜 46 に示す。  
 Figure1～ 46 の結果から、全体を通して 18 ヶ月（ 1 歳半）ごろから始まり
54 カ月（ 4 歳半）ごろまで広がって身辺自立欲求行動が多く表出していること
が示された。また、「ほとんど 1 人でできる」との回答は、そのうちのほとん
どの月齢に幅広く示されているが、「できないがしたがる」の回答に関しては、
最小 11 カ月から最大 48 ヶ月（ 4 歳）までの回答となっており、 4 歳以後では
「できないがしたがる」との回答は得られなかった。次に、Figure1～ 46 の各
項目ごとに示された内容を述べる。  
Figure6.8.15.16.17.28.29.32.33.44.45.46 の項目において、「ほとんど 1 人で
できる」「できないがしたがる」の回答は共に、 33 ヶ月児の行動が多いことが
示された。これは、33 ヶ月児をもつ調査協力者である B、C が現在の欲求行動
とピーク時が同じであると回答していることからの結果とも考えられる。それ
と同時に、33 ヶ月は 2 歳 9 ヶ月という第 1 次反抗期の時期と合致している。第















































































































































3、 2．手伝い欲求行動の欲求表出月齢について  
 自立欲求行動質問紙から得られた回答をもとに手伝い欲求行動の各項目別に
月齢表を作成した。手伝い欲求行動の各項目において「ほとんど 1 人でできる」、
「できないがしたがる」、「あてはまらない」の 3 件法のうち、「ほとんど 1 人
でできる」、「できないがしたがる」の 2 つに限定し現在の状況、過去の欲求表
出ピーク時の回答をもとに月齢表を作成した（ Figure47〜 89）。  
 Figure47～ 89 の結果から、全体を通して 18 ヶ月ごろから手伝い欲求行動の
表出が増加していることが示された。また、「ほとんど 1 人でできる」、「でき




「ほとんど 1 人でできる」「できないがしたがる」の回答共に、 33 ヶ月児の行
動が多いと示された。この結果についても身辺自立欲求行動での考察と同様に、
33 ヶ月児をもつ調査協力者である B、C が現在の欲求行動とピーク時が同じで
あると回答していること、第 1 次反抗期の影響も考えられるのではないか。  
 Figure57「テーブルをふく」の項目において、 9 ヶ月児が「できないがした
がる」との回答が示された。この具体的な行動エピソードに関しては、後の面
接内容で示す。  
 Figure73「食器洗い」の項目において、調査協力者 12 名の中で「ほとんど 1
人でできる」との回答は 1 件のみであり、「できないがしたがる」の回答は 8





































































































































対象児 平均値 分類 平均値 分類 平均値 分類 平均値 分類 平均値 分類
A 2.56 標準 3.55 標準 3.78 標準 3.50 弱い 3.60 標準
B 3.89 不規則 4.10 退避 3.83 慣れにくい 4.08 標準 3.00 標準
C 3.78 標準 4.30 退避 3.58 標準 5.73 強い 3.60 標準
D 4.11 不規則 3.64 標準 2.14 慣れやすい 3.89 弱い 2.13 固執的
E 3.44 標準 3.82 標準 3.64 標準 3.75 弱い 3.00 標準
F 3.56 標準 4.18 退避 3.92 慣れにくい 4.33 標準 3.60 標準
G 4.44 不規則 3.18 標準 3.50 標準 3.25 弱い 3.60 標準
H 4.67 不規則 3.09 標準 3.00 標準 5.08 標準 3.60 標準
I 4.44 不規則 3.18 標準 3.00 標準 5.09 標準 3.70 標準
J 3.44 標準 3.00 標準 2.75 標準 4.42 標準 3.40 標準
K 3.56 標準 4.00 標準 3.50 標準 3.92 弱い 2.60 標準
L 4.33 不規則 3.90 標準 3.58 標準 4.67 標準 2.20 固執的
Table6　日本語版「子どもの行動の調査（BSQ）」プロフィール
規則性 接近・退避 順応性 反応の強さ 固執性
3, 3．日本語版「子どもの行動の調査－ 3〜 7 歳児用（ BSQ）」  
各項目に対する評定値（ 6 段階）の平均値を算出してカテゴリー得点とし、対
象児のカテゴリー得点を BEHAVIORAL STYLE QUETIONNAIRE PROFILE 
SHEET(Sean C. McDevitt,  &William B. Carey,1975， 1978：付録 1)で示され
ている標準値と比較することにより、各カテゴリーにおける程度の高低が算出
され分類を行った。しかし、BEHAVIORAL STYLE QUESTIONNAIRE 





フィールを Table6 に示す。水野（ 1998）が示している BSQ の尺度得点の平均
値については、それぞれ規則性（平均得点 3.56， SD＝ 0.80）、接近・退避（平
均得点 3.25，SD=0.78）、順応性（平均得点 3.12，SD=0.67）、反応の強さ（平












3， 4．面接内容について  
①自立欲求の程度と BSQ の関連  
 保護者が感じる自立欲求の表出程度はどの程度なのか回答を求めた。各対象










































































自立欲求の程度は多いことが伺えた。しかし、 D の月齢は 13 ヶ月であり、今
回は実態調査ということもあり回答の協力を得られたが 3 歳から 7 歳児用であ
る BSQ の結果と検討するには妥当でないことも考えられるため注意が必要で
ある。L の保護者に最長での待ち時間を尋ねたところ、「靴下を履くことに 10
～ 15 分待った」と述べており、日常の生活の中での 15 分は長いように思われ













め、自立欲求行動が見られないのではないか。また、 I と H の気質特徴はまっ





































4 食事（はしを使う） 1 補助箸を嫌がる 1
6 お菓子の開封 3 指先でちぎる 3
そのためにだっこを求める 1
椅子を使用する 6
11 食後の後片付け（流しまで運ぶ） 1 流しに持っていく 1
ボタンをとめる 4
チャックをあげる 1
17 靴を履く 3 マジックテープをとめる 3
ぬぐ 1
拭く 1









































































































































































































④ -2. 自立欲求行動表出時の最長での待ち時間  
 対応方法の回答において「納得するまでさせる」、「見守る」との回答が得ら
れ、子どもが行動を行う際、保護者はどの程度まで待つことができるのか最長
の待ち時間を尋ねた。その結果を Figure92 に示す。5 分、10 分、15 分との回



















































④ -5. 子どもが求める自立欲求行動への妥協案  
 ④ -4 で述べたような、保護者が子どもには難しいと感じた際の妥協案として
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BEHAVIORAL STYLE QUETIONNAIRE PROFILE SHEET
























BEHAVIORAL STYLE QUETIONNAIRE         PROFILE SHEET
Developed (1975) by Sean C. McDevitt, & William B. Carey
Child's Name Daｔe of Rating
Age at rating: years, month. Sex
Scoring Sheet NO:
Profile
Activity Rhythm. App./with. Adapt. Intens. Mood Persist. Distract. Thresh.
（活動性） （規則性） （接近・退避） （慣れやすさ） （反応の強さ） （気分の質） （固執性） （散漫さ） （敏感さ）
high arrhyth. withdr. slowly intence negative non-pers. distrac. low
6 （高い） （不規則） （退避） （慣れにくい） （強い） （機嫌が悪い） （固執的でない） （散漫） （敏感）
+1S.D. 4.31 3.43 3.93 3.27 5.17 3.99 3.56 4.70 4.58
Mean 3.56 2.75 2.99 2.55 4.52 3.31 2.87 3.89 3.98
-1S.D. 2.81 2.07 2.05 1.83 3.87 2.63 2.18 3.08 3.38
1 very very high non-
low rhythm. approach adapt. mild positive persist. distrac. high
（低い） （規則的） （接近） （慣れやすい） （弱い） （機嫌がよい） （固執的） （散漫でない） （敏感でない）
Diagnostic Clusters　（気質診断類型）
Easy
（育て易い） rhythm. approach adapt. mild positive
Difficult slowly
（難しい） arrhythm. withdrawal adapt. intense negative
STWU
（エンジンが slowly STWU=






















This child's Diagostic Cluster Date of scoring
Scored by
